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グラフェンは特異な電子構造と優れた結晶学的性質を併せもつ理想的な単原子層物質であ

る．最近では単体のグラフェンを扱う研究に加え，グラフェンへの金属粒子の吸着やそれに

よるドーピングにより磁気的・電気的特性を向上させたり，操作したりする試みがなされて

いる[1]．その応用例としてグラフェンをベースとしたマイクロデバイスが挙げられるが，金

属粒子‐グラフェンの界面状態がその性能に影響を与える[2]．そのためグラフェン上に吸着

した金属粒子の挙動を解明することが重要であり，基板の状態によりどのように金属微粒子

‐基板の相互作用が変化するかを理解する必要がある． 

金属微粒子の熱的挙動は微粒子‐基板の相互作用に強く依存する．したがって，微視的に熱

的挙動を観察したり，同一微粒子に対して下地となっているグラフェンの層数の変化を観察

できるその場走査電子顕微鏡（ SEM ）観察は相互作用の変化を明らかにするのに非常に強

力な手段である．今回我々は相互作用の変化を動的に捉えることを目指し実験を行った．①

Ni 上に単層グラフェン被覆領域と多層グラフェン被覆領域を形成し，真空蒸着装置で Au 粒子

を吸着させた．Fig.1 はその SEM 像である．この実験によりグラフェン上金属粒子の拡散長は

下地のグラフェンの層数に依存することが分かった．つまり，単層グラフェン上では拡散長

が小さく粒子が均一に分散し，多層グラフェン上では拡散長が大きく複数の粒子が凝集する．

②Pd 上多層グラフェン上に 1 µm 程度の Cu 粒子を形成し下地のグラフェンの層数を減らして

いき，その時の Cu 粒子の挙動をリアルタイムで観察した．Fig.2 は単層・多層グラフェン上

の Cu 粒子を示している．この実験により金属粒子の接触角もまた下地のグラフェンの層数に

依存することが分かった．これらの結果により金属粒子がグラフェンの層数の違いにより基

板からどのような相互作用を受けているかを議論する． 
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Fig. 1. Au particles on mono/multilayer graphene.    Fig. 2. Cu particles on mono/multilayer graphene.  

Black/White arrow shows the particle on  
mono/multilayer graphene.  
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